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四つのテスト  1 真実かどうか   2 みんなに公平か   3 好意と友情を深めるか   4 みんなのためになるかどうか 

平成28年8月30日（火曜日） 第２，６７５回       ＜例会報告NO.７＞    

【月間テーマ】 会員増強と新クラブ結成推進            ゲスト卓話 伊佐沢醸造用ぶどう生産組合長 佐藤 茂 氏   

                  

☆会長挨拶（高橋勇喜知会長） 

先週は、ガバナー歓迎例会に多数出席頂きありがとうござい

ました。冒頭の会長幹事会議では、私どもの抱えている問題点

等々をいろいろ話をさせて頂きました。ガバナーとお話する機

会が年に 1回か 2回しかないありませんので、直接話をする唯

一の機会と認識もしておりましたので、率直な話もさせて頂き

ましたし、ガバナーからも率直な話をして頂きました。ガバナ

ーも単年度制の中でいろいろしなければならないということか

ら大変だろうなと思いました。いろいろ申し上げたことを心に

留めて頂けたと思いますので、地区の悩み等を総括して頂いて

ロータリーの在り方等に役立てて頂きたいと思います。 

本日講師の佐藤茂さんは長井異業種交流会でご一緒させて頂

きました。実直な方で農業と畜産で成功されており、私どもも

分野は違いますが、同じ経営ということから今日のお話で勉強

になることがいっぱいあるものと期待しております。話は変わ

りますが、先週の土曜日に市内の建設会社の社長就任を祝う会

が在りました。私の発起人の一人でありましたが、激励の挨拶

ン中で、ある社長さんが会社を経営していくことは大変なこと

であり、社会的な責任、社員に対する責任、また社員家族への

責任があることであると話をされた。一番言いたいことは、会

社を引き継いで成功して社業を 3 倍にまでしてから、役職を受

けなさいとのことでした。何となく私のことを言われているよ

うでしたので、聞いたところその通りだというでしたが、そう

言われないようにしていかなければならないと思いました。ロ

ータリーも地域に評価される組織にしていかなければならない

と痛感しているところです。そのために、いろんな意見を出し

て頂いて変えていかなければと感じたところです。 

  

☆幹事報告（大道寺信副幹事） 
・９月のロータリーレートは 102円との報告がありました。 

・第２８００地区からホームページに米山のページを追加しま

したので、利用してくださいとの連絡がきております。 

・地区大会の締め切りが本日ですので、出欠確認をお願いしま

す。 

 
 

 

 

 
 

 

 

長井ロータリークラブ会長    高橋 勇喜知           第２８００地区ガバナー   長谷川 憲治 

長井ロータリークラブ幹事    齋藤 圭 央           第6ブロックガバナー補佐   今  良明 

パストガバナー         渡部 保太郎 

例 会 日       毎週火曜日 12：15～13：15       例 会 場     タスパークホテル℡0238-88-1833 

事 務 局   長井商工会議所内  ℡0238-83-2047  会報委員  大道寺 信・大滝 徹・浅野敏明・土屋茂樹 

 

２０１６－２０１７ 

＜ニコニコ BOX＞ 

・高橋勇喜知 会長 

 チャンピオン牛生産者佐藤茂氏を歓迎して 

・栗田正彦 会員 

 ゲストを歓迎して 

・渡辺 亨 会員 

 不良会員ですみません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ゲスト卓話 （佐藤 茂 氏） 

・私は、西根の出身で４０年前、東京に行きたくて千葉の自衛

隊地対空ミサイル部隊に入隊し、アメリカにも渡って数か月

実習をしたり、さまざまなことをした経験がある。 

・その後、自衛隊をやめて長井に戻り、伊佐沢に婿養子に入り、

１０年間子供ができなかったが、その後二人生まれてどうに

か４０年間農業の仕事をやっている。 

・水田、ホップ、牛の複合経営を続けてきたが、ホップについ

ては現在も続けているのは、私だけになった。そのホップを

辞めた人たちの圃場であった耕作放棄地を利用して、醸造用

ぶどうの栽培を手がけた。 

・それを手掛けたのは、東京にあるサントリーワインインター

ナショナル（株）が県の担当課と伊佐沢の圃場を見て、土壌

調査をして、平成２４年に栽培予定地として決定したことか

らである。 

・その後、いろいろあったが、生産したブドウで造ったワイン

は色、味も大変良いのと評価であり、好評である。 

・平成２４年から始めて、今年で４年目、来年で試験の栽培が

終了するが、現在の組合員５名は金額的に安く、将来的に生

活するまでの生産はできないのではないかとのことであり、

継続しないとのことである。 

・私自身は、やり方次第ではよい方向に結び付けるのではない

かと思っている。私のやっている牛を使ったステーキハウス

をつくったり、将来に向けていろんな人と意見を交わしなが

ら、いろんな機会で話をさせて頂いて、ビールよりワインの

方が人が集まるというようなことのあるようなので、知恵の

ある人に力を借りて、長井ワイナリーをつくりながら、長井

の産物をつくりたいと思っている。 

・私は、水田、牛、ホップの複合でやっているが、それにぶど

う栽培が加わるが、目先のこと、金が少ないからやらないで

はなく、折角世界のサントリーが来て伊佐沢を指定し、認め

てくれたので、そこにいる人が高く売れる方法を考えてやら

ないのかと思っている。来年までの試験の契約が終わったら

私が中心となって、共感して頂ける方々と一緒にぶどうづく

りをやっていければと考えている。私の経営もあるが、楽し

い農業、生活、新しい農業ができるような夢だけでも見続け

ていきたいと思っている。 

・米沢牛で昨年チャンピオン牛を取らせて頂いたが、全て全自

動で管理し、一頭一頭顔を見ながら毎日管理してしっかり確

認し、良いものをつくって高く売れるように、そして利益が

出るようにやっているつもりである。 

・サントリーと契約して５年、今年４年目、来年で終わろうと

しているが、その後は私が共感できる人とやっていきたい。

農業はいろんなことがあり、大変なこともあるが地域のいろ

んな人と話しをしながら、どうやると解決するのかを考えて

いけば、目標を立てて前に進めるのではないかと考える。 

 

☆次回例会予定 

 

ゲスト卓話   置賜総合支庁西置賜地域振興局長 

                五十嵐 和昌 氏 

 

☆出席報告 

  

８月３０日 例会   報告者：  大滝徹 会員 

 

 会員数

(免除) 

出席数 

(免除) 

出席

率 

MU

数 

修  

正 

出席

数 

修 正 

出席率 

本 日 26(4) 27(0) 

65. 

38% 
   

前 回

(8/23） 

27(1) 23(1) 

85. 

19% 

1 24(1) 

88. 

89% 

前 々 回

(8/16） 

休 会 

<表彰> 

７月在籍年数表彰 

・五十嵐順子 会員   ２年 

８月在籍年数表彰 

・齋藤愼治 会員   ３３年 

・浅野敏明 会員     ２年 


